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伝 記 に見 られ る チ ャイ タ ニヤ

(Caitanya1486-1533)の 思 想

橋 本 泰 元

1. 本 稿 は, 1986年 夏, 北 イ ン ドの ブラジュBraj(<Skt. Vraja)地 方 〔Mathura

とそれ に隣接す るVpdhbanを 中心 とした地域〕 におい て, 集 団巡礼 に参加 し

調査 した成果 の一部 をなす ものである。

Braj地 方 は, ヴ ィ シ ュヌ派の聖典Bhagavata Purana(以 下 〔Bh. P. 〕と略記)

に 描かれた, ヴ ィシュヌ神 の化身 クリシ ュナが降誕 し, さ まざまな遊 敷hlaを 行

な った神話 の舞 台であ り, 15・16世 紀 以来, そ の ク リシュナ神信仰 の中心地 であ

る。 この地方 の巡 礼は, 一 般に 「ブラジュ84里 巡礼」Braj Caurasi Kos(÷3. 2km)

kiYhtra, 特 に 「〔ク リシュナ神が住す〕森 の巡礼」sriVanYatraと 呼 ばれ て

いる。 筆老 が参加 で きた巡 礼団は, Caitanya派 の この地方 の中心寺院 ラーダーラ

マ ン寺の輪番住註職が, 宗 祖生誕500年 祭 を記念 して主催 し, 約200名 の 信徒の参

加を得 て組織 され た ものであ った。 この巡礼団 は8月29日 にV脚dabanを 出 発

し, 23日 間徒歩 で全巡礼路 を右 回 りに廻 り, 出発地 に帰還 した。

この巡礼を支 えるCaitanya派 の教義 ない し世界観は, Caitanyaの 直 弟 子の

Jiv Goswamiが 著 わ した とされ る教学綱要書srz Krsna Samdarbhaの 説 であ

る。 それ は, ク リシュナ神 の住す る天上界Golokaと, 地 上 界Brajは 本 質的に

同 じであ り, この両老 の一方 は他方 の再現(prakhsa-visesa)に 他 な らない;地 上

界において ク リシュナは顕現(prakata)し た, す な わち人間の感官に よって捉 え

られ る形態 で遊戯 を示現 している1), と説 く。

ここでは, こ の ような弟子たちに よって整備 され る以前 の, Caitanya自 身 の思

想 は どの よ うな ものであったかを検討す るのが課題である。

H. Caitanya自 身 は著 作を残 さなか った とされ てい るが, 宗 派 内 に は8asa-

staa(『 教 えの八句』)が 伝わ ってい る。 内容を概観す る と, 第1句 で は ク リシ

ュナ神 の名 を称 える ことの賛美, 第3句 は ク リシュナ神を賛 えるべき信仰老 の姿

勢, 第5句 以後 では, Caitanyaは 牛 飼い クリシ ュナが最 も愛 した と神 話 が 描 く

牛飼い女 ラーダーの立場に 皇分を置 きかえ, 愛 しきク リシュナへ のバ クテ ィ(帰

依 ・信愛)の 歓 び, ク リシ ュナ との別離 の哀 しみを歌い, 最後 の句ではCaitanya
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は, ラ ー ダーにな りきって ク リシュナへ の愛情を詠んでい る。 ここでは この詩句

をCaitanyaの 思 想の源初 的な形態 を示す もの と理解 してお くが, こ の詩句か ら

だけでは, Caitanyaが 具 体的に どの よ うな思 想を持 っていたか は解 明で きない。

そ こで宗派 内での伝承 の歴 史が比較的確か である, Caitanyaの 生 涯 を描 いた伝記

に, そ の糸 口を求め る。

Caitanya派 の 宗派内の伝 承 とのちの外部の研究 と評価 を考慮 し統 合 す る と, 

Caitanyaの 孫 弟子 に あ た る クリシュナ ダース ・カヴィラージ(Krspadhs Kavirhj

1531頃 生)が 当時 のベ ンガル語 で著 わ したCaitamya Caritamrta(『 チ ャイタニャ

行状伝』, 1611頃, 以下 〔CCA〕 と略記)2)が, 最 も信愚性の高 い伝記 の よ うである。

これは, 1573年 頃 にVrndabandasが 著 わ した 伝 記Caitamya Bhagavataの 足

りない部分 を補 いつつ, Caitanyaの 全 生涯 を網羅す る との意図を明記 してい る。

さ らに 〔CCA〕 の著老 は, Vpdabanで 師 の教 えを整備すべ く努めていた直弟子

た ちか ら教 えの秘奥 を受け, また直弟子 のひ と りが書 きとめた備忘録を参照 した

と明記 してい る。 これ らの点か ら, や は りこの 〔CCA〕 が, Caitanyaの 思 想 を

知 る上で最有力の資料 と言え よ う。ただ し, 前 代 の伝記 同様, 〔CCA〕 において

もCaitanyaの 神 格化はます ます進 み, 教 学老た ちの説をCaitanyaの 生 涯に織

り込 も うとす る意 図が 明白な箇所が多 くな り, 著 老はCaitanyaを ク リシュナ神

の模範的 な帰依老, ない し教学老 として描 こ うとしている。

このよ うな 〔CCA〕 の もつ資料 としての有効性 と限界, rお よびsasastaaの

中 のCaitanyaの 考 え方 を念頭 に置 きなが ら, Caitanyaの 思 想 と弟子た ちの教説

を分別 して見 る視点を保 って この伝記 を検討す る と, 次 の3点 に気づ く。第1点

は, Caitanyaが 自己の思 想を他老 に語 る ときに, 他 老 の意見を先ず聞いてか らそ

の説の誤 謬を指 摘 し, 徐 々に 皇説 を展 開す るとい う姿勢を とっている 場 合 が 多

い ことである。 第2点 は, 伝 記 の著老 は, 複 雑な理論 や哲学を描 く 箇 所 で は, 

Caitanyaの 弟 子た ち, す なわ ち著老 自身の師匠たちの説 を根拠 として援 用 し て

い ることであ る。 最重要な第3点 は, 同一 の出来事 ・主題が2・3度 繰 り返 され

てい ることである。 〔CCA〕 の 主な構成は, 少年 時代か ら24歳 で出家遊 行僧 とな

るまでを扱 う第1巻(17章), 6年 間 にわた る諸国巡歴 で 自己の思想 を形成 してい

った模様を描 く第2巻(25章), Jagannath Puriに 定住 後か ら晩年 までを扱 う第

3巻(20章)と なってい る。 しか し, 繰 り返 し描かれ ている 出来 事 ・主 題 は, こ

の章立て の枠を超 えて配 されてい る。 この事態は, この伝記 が著わ された時期 の

宗派にことって, この出来事 ・主題が非常 に重要 な意味を持 っていた ことを示 唆す
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る も のであ ろ う。

III. 上 述 の3つ の視点か ら 〔CCA〕 全 体を見 る と, Caitanya自 身 の思 想 と推測

で きるのは, Kasi(Vhrapasi)で のMayavadi(幻 影主i義的不ニー元論老)た ち との

討論 の中で示 された ものであろ う。 この討論 は, 〔CCA〕 に依れ ば, Caitanyaが

24歳 で 出家遊行僧 とな り, 故 郷 のベ ンガルを後 に してJagannhth Puriを 拠 点 に

定 めた後, 南 ・西 イ ン ドの2年 間に亘 る大巡礼 を したが, そ の後 のVrndabanへ

の巡 礼の途上, お よそ1515-1516年 頃 にKasiに 立 ち寄 った時 の出来事 である。

この 出来事は, 構 成上か らす れば, 本 来は伝記 の第2巻 に全 て納 め られ るべ き

事項 であるが, 詳 細な内容 は第1巻7章 に描かれ ている。 おそ らく当時 の思想界

の主流 をな していた と思われ るsankara説 に 対 して 自己の立場 を明確 にす る こ

とが, 新 しい宗教運 動を展開 し指導 しよ うとしていたCaitanyaに と って不可避

であ った と考え られ るが, この事を反映 して この伝記 で も重要 と見 なされ第1巻

に納め られ た と言え よ う。

この討論 は, Kasiに 逗 留 中のCaitanyaに 対 して, Prakasananda Sarasvati

を 長 とす る出家遊行僧たち の非難があ ま りに激 しく, Caitanyaの 弟 子 が耐 え ら

れな くな り, 討論 集会に出席す る よ うCaitanyaに 懇 請 したた め, Caitanya皇 ら

がその集会に赴 き始 ま った。

A. 幻 影 主義的不ニー元論 を信奉す る出家遊行僧たちは, Caitanyaを 出 家 遊 行

僧 の本分 を弁 えず, 信 徒た ちを引 き連れ て歌い踊 る風狂老 と非難す る。 これに対

してCaitanyaは, そ の理 由を 自分 の師 匠(isvaraPur1P)の 教 え として次 の よう

に答 える;「 クリシ ュナ神 の御名(Krspanama)は 偉 大 なマ ン トラであ り, このマ

ン トラの力 に よって, 唱 える(kirtana)老 の心 中に, ク リシュナ神への愛情(pre-

ma)が 湧 き起 こ り, 人 は狂 った ように歌い踊 り出す。 この ク リシュナ神 への愛情

を捧げ るこ と(bhakti)が, 従 来 の規範 が説 く人生の最終 目標, す なわ ち解脱 を超

える ものである。 解脱 よ り生ず る喜 びは, ク リシュナ神へ の愛情か ら生ず る歓喜

の海の一 滴にす ぎない。」 この典拠 に師 の教 えとして, Caitanyaは 同 一じ内容の詩

句 〔Bh. P. 〕11-2-40を 引 用 してい る。

P. 次 に 幻影論老た ちは, な ぜ ヴェーダー ンタの説 〔sankaraのBrahmasutra

Bhasya〕 を 聴 こ うとしないのか と, Caitanyaに 質 問 を 発す る。 これ に対 し て

Caitanyaは, 施damtasutra〔=Brahmasutra〕 は ナー ラーヤナ神が述作老 ヴィ

ヤーサに説 いた誤 謬のない神 の言葉 であ り, この第一義的解釈 こそが最重要であ

るが, sankaraは そ の第二 義的解釈 を行な っていて, そ の説を学ぶ ことで人間の
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最 大の義務であ るバ クテ ィが損われ て しま う, と応 えた。

CaitanyaはVedamtasutra所 説 の第一義解釈を次の よ うに展開す る。

(1)「 ブ ラフマ ン」 とい う語の第一義 は最高神Bhagavanで あ り, 最 高 神は知

的力能cidaisvarya〔 伝 記 中の他所 の用語ではcit・sakti, svaripa・sakti〕 に 満

ち無双至高であ る。最高神 の力の発現態 である身体vibhiti・dehaは す べ て 知

的形相cidhkhraで あ る。sankaraは, この知的力能cid・vibhutiを 覆 い隠 し

ブラフマ ンを無形 相nirakaraと 説 いている。

最高神 の居所sthana, 春 属parivaraも 知 ・歓喜cidanandaよ り成 るもので

あ るが, sankaraは そ れを プラク リテ ィの純 質の変 化 と説 いている。 これ 以上 の

ヴィシュヌ神に対す る非 誘はない。

(2)最 高 神 と個我の関係は, 力 を もつ ものsaktimanと 力saktiの 関 係であ り, 

この論拠 はBhagavadgzta7-5「 〔ク リシュナが もつ〕ジーヴ ァとして存在す る優

位の プラク リテ ィ(特 性)」 と, Visnu Purana6-7-61「 ヴ ィシ ュヌ神 の3種 の力, 

す なわちpara・sakti〔antaranga/svarapa・sakti:最 高 神 の本質 を な し, 超 越

的な活動lilaの 世 界 全体の基 体〕, avidyakarma・sakti〔=bahiranga/maya・

sakti:最 高 神に外面的に関係する, 物 質 世 界 の資 料 因〕, ksetralna・sakti〔=

tatasthh/jiva・sakti:知 的 ・非 知的世界 の中間に位置 し両方 の世界 に関係 し個我

を形成す る〕」であ る。

(3)yaamtasutraの 中 に作老 ヴィヤ ーサは開展説Paripamavhdaを 説 いた。

しか しsankaraは, こ の ヴ ィヤーサ説を誤解 し, 仮 現説Vivartavhdaを 樹 立 し

た。

最高神は, 人 間の思惟 や論理 を超 える不可思議 な力avicintya・saktiを 持 って

い て, 自己の意欲に よって現象世界 として開展す る。 それ で も最高神 は自己 の不

可思議 な力 の作用 に よって変化す るものではない。 これ は物質世界 におけ る如意

宝珠 とそ の働 きに喩 え られ る。

(4)Prapava〔 聖 音Olh〕 が大聖句Mahhvakyaで あ り, ヴ ェ一 ダの根本 であ

る。 それは また, 神 の本性であ り全世界 の基 体である。prapavaは, 全 て の拠 り

所であ る神を示す ものであ る。Tattvamasiと い う文 は ヴェー ダの一部分ekadesa

に す ぎない。

すべての ヴェーダやスー トラは直接的 意味abhidhanaと して ク リシュナ神を

説明 しているが, sankaraは 主 要義 を捨 てて, 間 接的意味laksphを 解 釈 してい

る。
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C. 上記のようにCaitanyaは 幻影論老たちに自説を展開した最後に, 最高神を

獲得する方法 として次のように述べる;「 クリシュナ神の名 ・神話の聴 聞な どの

手段 としてのバクティshdhana・bhaktiが, 全てのヴェーダの意図す る ところ

である。 このバクティの遂行によって個我の心に, クリシュナ神への愛着raga, 

愛情premaが 生 じ, クリシュナ神への甘美な恋愛感情madhurya・rasaを 味わ

うことができる。愛情を捧げ帰依す ることpremh・bhaktiに よって, クリシュ

ナはその帰依老の望みのままになり, 帰依老はクリシュナ神への奉仕の喜びを得

ることができる。」

ここではshdhana・bhaktiの 支分が説かれていないが, 他の箇所(〔CCA〕2-

22-60～75)に クリシュナ神の徳性 ・遊戯 ・名称の聴聞sravana, 称賛kirtana, 念

想smarapa, 礼拝供養pujh, 聖地に住むことが, 重要な実践手段と説かれている。

ここで再び問題 となるのは, 最高神と個我の関係である。 この討論の中では, 

両老の関係は上述のB. の(2)で示唆されているのみである。〔CCA〕 の他所の所説

を総合してみると, 個我を形成するjiva・saktiは, 最高神の本性の構成要素で

もなく, 物質世界の質料因であるbahirangh・saktiに 属するものでもない, こ

の両方に関係す るのでtatasthaと 呼ばれる;こ のtatasthaが 占める特異な位

置によって, 個我は超越的世界で最高神に奉仕 し最高神 と共に住すか, あるいは

mayhに よって支配される物質世界に住すかの選択の余地がある。 このように個

我は本質的には, 最高神と別異であ り, 輸廻世界か らの救済は, 自らの神へのバ

クティによって神 と共に住すことにある。

D. 以上のように, 構成 ・主題の特徴から〔CCA〕 を分析し, 伝記作老の補足が

少ないと考えられた部分を取 り出し, そこにCaitanya自 身の思想を読み取る試

みを行なった。取 り出した部分は幻影論老たちとの討論であ り, こ こでのCai-

tanyaのsankara説 批判は, 聖典を忠実に解釈していない; 絶対老に力能を認

めていない; 知識による解脱は神に愛情を捧げ共に住す ことと相反する; これ ら

3点 に専ら向けられていた。新たな宗教運動を展開しようとしていたCaitanya

にとって, 聖典の所説をそのまま受け とめ実践することが急要で, 複雑な思弁は

急務ではなかったに速いないo

1)De, Sushil Kumar: The Early History of the Vaisnava aud Movemmet

in Bmgal. Culcatta, 1961. PP. 336-7. 2)使 用 テ キ ス トはSri Syamdas (ed. &

Hindi Comment.): sri srz Cailanya Caritamrta, Vrndaban, 1965. 
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